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薄暮時、夜間事故の防止

～ 点灯せ 生死を分ける ハイビーム ～

○ 早めのライト点灯で･･･自車を目立たせましょう
○ 夜間走行時は、ハイビームが基本 （ライトをこまめに切り替えましょう）
○ 歩行者に注意しましょう （右からの横断歩行者は、発見が遅れるので注意しましょう）

「自転車」と「歩行者」を見かけたら･･･「かもしれない」運転を

「かもしれない」で備える 交差点事故防止

○子供の飛び出しに注意
○子供の自転車に注意

労災事故防止 ◆トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◆２時間ごとに、１５分休憩で 守ろう 自分の命 他人の命◆

◆ 交差点・バック事故 止まらず ◆
○ ＳＴＯＰ 交差点事故 （前方不注意と車間距離）
○ ＳＴＯＰ バック事故 （特に、構内・駐車場・現場内）

車間距離を十分にとろう 追突を未然に防止しよう

○積み下ろし作業中の、荷台からの墜落・転落に注意しましょう
○鋼材、資材の積み下ろし作業中の、手・指・足のはさまれ事故に注意しましょう
○ハウス、トイレの積み下ろし作業時の、脚立・屋根からの転落に注意しましょう
○敷き鉄板の積み下ろし作業時、ユニック作業に注意しましょう

構内も停止するまで、運転中

午後5時～午後6時 ８０代が車にはねられ死亡
２０１８／１０／４（木） ７：５５

２日夕、群馬県で８０代の高齢者が車にはねられ、死亡する事故が２件発生。県警は同日、自動車運転処罰法
違反（過失致傷）の疑いで、それぞれの事故で車を運転していた大学生の少年（１９）と会社員の男性容疑者（４１
）を現行犯逮捕した。逮捕容疑は、少年は同日午後５時３５分ごろ、交差点で、自転車で横断していた男性（８３
）を乗用車ではね、男性容疑者は同日午後６時ごろ、市道で、歩いていた近くの男性（８４）を軽乗用車ではね、
負傷させたとしている。被害者の２名は、いずれも事故後、間もなく死亡した。

岩見沢 交差点 右折車にはねられ 自転車の男性重傷
ひき逃げで、少年を聴取

◇交差点の右折は・・・十分に余裕を持って、直進車・歩行者に注意し、行いましょう◇
◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇

２０１８／１０／３（水） ２３：５６
３日午後２時前、岩見沢市７条西１１丁目の交差点で、右折の乗用車が自転車に乗った男性（７４）をはね逃走

しました。男性は肋骨を折る重傷です。警察が捜査していたところ、およそ３０分後、１０代後半の少年が現場
にあらわれ「事故を起こしたかもしれない」と話しました。

信号のない交差点 『一時停止の標識』 出合い頭に衝突
タクシーと車が衝突し、そのまま2台とも道路脇の住宅に突っ込む 乗客ら3人ケガ

◇見落とすな 『一時停止の標識』 確実な『一時停止』と左右の安全確認◇
２０１８／１０／４（木） １：１４

３日午後９時半ごろ、愛知県の信号のない交差点で、タクシーと乗用車が出合い頭に衝突し、はずみで２台が
道路脇の住宅に正面から突っ込みました。この事故で、住宅の入り口のドアが大きく壊れたほか、タクシーを運
転していた６０代の男性と、乗客でいずれも３０代の男性２人の合わせて３人が病院に運ばれましたが、意識は
あり、命に別条はないということです。現場の交差点は見通しが悪く、一時停止の標識があったということで、
警察が事故の原因を詳しく調べています。

工事現場に車突っ込み、車の下敷きになり、作業の男性死亡
カーブする道路、『片側通行』

２０１８年１０月０３日 １８時１７分
３日午前１１時すぎ、秋田県の市道で、道路の水道管の工事現場に男性（７５）が運転する軽乗用車が、突っ込

みました。車は、工事のために地面に開けた穴の上を乗り越えて止まりましたが、穴のなかで作業していた男性
（２８）が車体の下の部分に巻き込まれて下敷きになり死亡しました。現場は右側にカーブする道路で、事故当時
、水道工事を行っていた車線は通行止めで、片側通行だったということです。


